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○
環境適応型小型航空機用
エンジン研究開発

小型民間輸送機等開発調
査

防衛省機の消防飛行艇等へ
の転用の検討

航空機用先進システム基
盤技術

航空機用先進システム基盤
技術

航空機開発先進要素技術

超音速航空機技術

航空機・エンジンの全機
インテグレーション技術

○
次世代航空機用構造部材
創製・加工技術開発

次世代航空機用構造部材創
製・加工技術開発

34

超音速輸送機実用化開発
調査

超音速輸送機実用化開発調
査

32

○

戦略
重点

環境適応型高性能小型航
空機研究開発

経済産業省プロジェクト

小型航空機・エンジンの研
究開発、および航空機・エ
ンジンの高性能化・差別化
技術の研究開発

重要な研究開発課題の概要

31

重要な研究開発課題

１
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生産額（物価指数換算値）
（単位：億円）
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国産小型

旅客機

国産小型

エンジン

② 国産機開発への挑戦
先行する外国旅客機を上回る優秀な国産旅客機

ＹＳ－１１の開発に成功。182機生産されたが、販売
面で約360億円の赤字を計上し、事業終了。

③国際共同開発への展開

８０年代以降、ボーイング７６７,７７７,７８７及び
Ｖ２５００等の機体・エンジンの国際共同開発を推進。

④ 完成旅客機全体の開発

国際共同開発に加え、完成旅客機全体の開発
を目指す。

① 終戦直後
戦後、７年間の航空禁止期間。その後、米軍機修理等
で徐々に再開。

【Ｂ７７７】

＜ワークシェア＞ ２１％

＜日本担当部位＞

胴体、中央翼、主脚扉、貨物扉等

【Ｂ７６７】

＜ワークシェア＞ １５％

＜日本担当部位＞

胴体、貨物扉、主脚扉

ボーイング社との国際共同開発におけるワークシェア等の推移ボーイング社との国際共同開発におけるワークシェア等の推移

＜ワークシェア＞ ３５％

＜日本担当部位＞

主翼、胴体、中央翼 等

【Ｂ７８７】

我が国航空機産業の歩みと展望

２



○国内外で着実に成長が見込まれる市場を対象とした小型航空
機（70－90席クラス）の開発に必要な要素技術の研究開発を実
施。

○材料技術・情報技術を駆使して環境適合性・操縦容易性等を

実現。

ＮＥＤＯ交付金（１／２補助）

→ ・ 三菱重工業 （取りまとめ）
・ 富士重工業
・ (財)日本航空機開発協会

※ＪＡＸＡ(宇宙航空研究開発機構)が共同研究で参画

平成１９年度予算案 ：１３．３億円
（平成１８年度予算額 ： ５．０億円）

＜民間航空機開発推進関係省庁協議会＞
本研究開発の円滑な実施を目的として、関係省
庁（防衛省、文部科学省、国土交通省、経済産業
省）局長級による協議会を設置。

プロジェクトの概要プロジェクトの概要 実施体制（平成１８年度）実施体制（平成１８年度）

スケジュールスケジュール

軽量・低抵抗主翼/胴体による
大幅な燃費向上/省エネ化

新コックピット
新操縦システム

～環境負荷低減等に資する～環境負荷低減等に資する
技術の実証～技術の実証～

2424年度年度
（（20122012））

1616年度年度
（（20042004））

1717年度年度
（（20052005））

1818年度年度
（（20062006））

2121年度年度
（（20092009））

2020年度年度
（（20082008））

1919年度年度
（（20072007））

2222年度年度
（（20102010））

2323年度年度
（（20112011））

1515年度年度
（（20032003））

2424年度年度
（（20122012））

1616年度年度
（（20042004））

1717年度年度
（（20052005））

1818年度年度
（（20062006））

2121年度年度
（（20092009））

2020年度年度
（（20082008））

1919年度年度
（（20072007））

2222年度年度
（（20102010））

2323年度年度
（（20112011））

1515年度年度
（（20032003））

機体仕様検討・調整機体仕様検討・調整

正式客先提案正式客先提案

▼▼

事業化決定事業化決定

▼▼

初飛行初飛行

▼▼

型式証明型式証明

▼▼

運航開始運航開始

▼▼

装備品の検討装備品の検討
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｻﾎﾟｰﾄ体制の整備ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｻﾎﾟｰﾄ体制の整備

概念設計概念設計

基本設計基本設計

詳細設計詳細設計

試作機製作試作機製作
地上試験地上試験

要素技術開発要素技術開発

飛
行
試
験

飛
行
試
験

戦略重点科学技術：環境適応型高性能小型航空機研究開発
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